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[報文]
中学校・高等学校の家庭科教育の現状
― 実習内容の調査報告 ―
小 泉 き よ み
戸板女子短期大学服飾芸術科
1．はじめに
　中学校・高等学校において、学習指導要領の指導
に従い家庭科教育は行われている。「服飾造形」の
授業を担当するに当たり、基礎的な知識の習得が一
貫していないことに伴い、実習内容項目に違いがあ
ることも現状として捉えている。服飾関係に進学し
た学生が「もの作り」に対して興味はもっている
が、製作に対する技術や製作用具の取り扱い方や名
称など、知識がついていないことが多く見受けられ
る。これらの問題点を捉えた時に、学校教育だけで
はなく昨今における家庭での環境も多いに要因して
いると考ることができる。「もの作り」に対する意
欲は、日常生活において既製の物が比較的安価に入
手できる状況にあることから薄らいできている。ま
た「もの作り」に対する価値観も同様であり、社会
的な生活環境の変化に伴い、使い捨ての時代とも称
されていることなども要因のひとつとして捉えるこ
とができる。
　衣服製作の基礎的な習得に関しては、中学校・高
等学校では興味の範囲で選択できる領域である。戸
板女子短期大学研究年報第49号「中学校『技術・家
庭』における衣服製作領域の現状―担当教員へのア
ンケート調査―」1）のなかで「簡単な衣服に用いる
授業時間数」の調査において、実習時間配分の比重
は各担当者に委ねられているため、学年においても
大きな差がみられた。また各校において、取り組み
方の違いがあるために、基礎的な知識と技術に開き
がみられた。このような状況を踏まえ、今後の指導
方法を改善していくことを目的とし、課題点を抽出
するために中学校・高等学校における実習課題、基
礎知識、基礎技術の指導内容と学生の満足度に対す
る実態調査を行うこととした。
2．調査対象及び調査方法
　調査対象校は都内にある服飾系の短期大学・大学
を選択し、本校を含め3校とした。調査に対する回
答数はA校38名、B校37名、C校116名の合計191名で
ある。調査期間は平成23年9月下旬から10月下旬に
実施を行った。調査方法は質問用紙を無記名式と
し、選択方式と記述式との双方を用いた。調査内容
は中学校・高等学校における家庭科の実習内容つい
ての質問項目とした。
3．調査結果及び考察
　 調査対象学生191名の高等学校の卒業コースは普
通科62.3％、専門科9.9％、無回答27.8%という結果
であった。家庭科分野の科目は家庭総合、家庭基
礎、生活技術であるが、必修科目と選択科目の受講
割合は図1の通りであった。必修科目としての扱い
は、家庭総合49.7％と家庭基礎42.7%で、この2科目
が二分している結果であった。また必修科目として
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図1　高等学校の家庭科分野の受講科目
の扱いではなく、3科目を選択科目として受講した
割合については、家庭総合9.9%、家庭基礎6.8％、
生活技術6.3％となった。選択科目として受講した
理由については「興味があった」が3科目共に高い
値であった。以下、少数ではあるが「単位修得のた
め」との回答もあった。
1) 課題を製作した学年
　中学校「家庭分野」と高等学校「家庭」の授業に
おける製作課題20種類を選別し、学年別に調査を
行った。製作した課題を6年間通して合計し、順位
の高い項目から表1にまとめた。
 1.手芸用品75.8%と中学校、高等学校の各学年にお
いて高い値を示していた。手芸用品は、製作物の種
類が多いことや興味の範囲を広げることができるこ
と等を加味しての結果であると思われる。2.基礎縫
い72.3%であった。全ての課題項目を学年別に比較
してみても、中学校1年の基礎縫い30.9%という結果
は、最も高い値を示している。これは中学校入学時
において、基礎的なことを理解したうえで製作へと
工程を進めていく取り組みの導入部であるためと考
えられる。3.巾着などの小物は48.2%であるが、手
芸用品に次ぐ小物製作としては、日用品として用途
の高いものであることから、妥当であると考えられ
る。4以降は被服として扱われる課題項目であっ
た。4.エプロン33.0%であるが、初心者が取り組む
には構造が平面的なため、部位を理解させる製作物
としては扱いやすい課題である。また5以下からは
立体な構成を成す課題である。5 .ハーフパンツ
24.7％であった。ハーフパンツの製作により、立体
的に組み立てることを学習することで、人体構造を
理解することができる製作物であると捉えることが
できる。6.甚平14.4％、7.浴衣12.0％は日本の伝統的
衣服として、平面構成作成によるものであるが、こ
れらは着用時において平面的形状から立体的形状へ
と変化することを理解させるのに有意義な課題であ
る。8.スカート10.9％であったが、ハーフパンツ同
様に体型に合わせるため立体的形状を理解させるこ
とができる課題である。9.シャツ（ブラウス）から
19.タンクトップまでの課題は、高等学校に集中して
いることから、高等学校の家庭科では、多種類の課
題を授業に取り入れていることがわかる。
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表1　課題を製作した学年
2) 基礎技術の理解
　課題を製作するにあたり、多種類の縫製技術が必
要とされてくる。基礎技術についての知識として、
どの程度の理解を示しているかを基礎技術のなかか
ら主要項目22種を抜粋して図2にまとめた。最も高
い値を示した項目は、まつり縫い84.3％であった。
まつり縫いを使用することは「課題を製作した学
年」で記述した項目から捉えても、製作工程におい
て多く使用されていることなどから、技術としての
理解を高く示したのではないだろうか。次に二度縫
い73.3％、かがり縫い72.3％であるが2種類ともに縁
始末の技術であり、二度縫いはミシン作業、かがり
縫いは手作業との違いはあるが、初歩的段階で習得
する基礎技術のひとつとされている。ジグザグミシ
ン63.9％、ロックミシン56％、三つ折り縫い54.5％
は、何れも50％を超える値であった。この3項目も
縁始末の技術であるが、衣服製作時に技術として使
用する頻度が高い項目である。そのなかでもロック
ミシンの、利用の広がりは興味深く捉えることがで
きることから、近年において学校備品として設備さ
れてきたのではないかと推察される。ファスナーつ
け49.2.％、スナップつけ41.4％であるが、2項目と
もに付属品を装着する技術であり、特にファスナー
つけは難易度の高い技術であるにも関わらず理解を
示す値が高かった。ダーツ縫い36.1％、ボタンホー
ルかがり34.0％、切りじつけ31.4％、袋縫い31.4％
の4項目は30％代であったが、特にボタンホールか
がり、切りじつけは基礎技術22項目のなかでも、専
門性の高い技術であるために理解を示す値は低かっ
た。20％代の項目は、はしミシン、ベルトつけ、か
ぎホックつけ、バイアステープの扱い方、ミシンボ
タンホールであった。10％代以下の項目は、ピンキ
ング始末、割り縫い、二度縫い裁ち目かがり、ふせ
縫い、折りふせ縫いまでの5項目であったが、課題
製作時においての使用頻度が低いために、このよう
な結果を示したと考える。
3) 裁縫用具の理解
　課題製作に取り組むためには、裁縫用具が必要不
可欠な存在となる。裁縫用具の把握をどの程度して
いるかを調べるために、裁縫用具を用途別に表2に
まとめた。項目は採寸・しるしつけ・裁断が7種
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図2　基礎技術の理解
バイアステープの扱い方
類、縫製が8種類、仕上げが6種類とした。これらの
20項目の縫製用具について、理解しているまたは利
用したことがある用具に対しての回答を図3にまと
めた。裁縫用具を理解している順位の高いものか
ら、裁鋏93 .2％、アイロン台93 .2％、アイロン
92.7％、まち針92.7％、ミシン92.1％、巻き尺91.1％
という高い値であった。これらの用具は学校での課
題製作時には必ず使用するものであり、また家庭内
においても常備されていると考えられることから、
高い値を示したのではないかと推察する。ボビン
88％、あて布88％、指ぬき85.9％、針さし80.1％で
あったが、なかでもあて布と指ぬきに関しては日常
での利用頻度は低いとは思えるが、基礎的な教育
としての学習効果から、順位の高い結果になったと
捉える。霧吹き74.3％、ひも通し71.7％、ヘラ
67.5.％、仕上げうま64.4％、リッパー55.0％で、以
上の16項目までが50％以上の値を示しており、裁縫
用具についての認知は大方できていると解釈するこ
とができる。50％以下の項目はルレット、ロック
ミシン、目打ち、ピンキング鋏の4項目であった。
目打ちとピンキング鋏については、使用頻度が低い
ことや昨今では家庭において裁縫用具として必要な
用具としての位置付けの低下から、常備しなくなっ
たことが下位である要因と捉えることができる。
4) 家庭科授業の満足度
　中学校「家庭分野」と高等学校「家庭」の授業に
ついての満足度についての質問を7項目設定し、結
果を図4にまとめた。授業内容については学校によ
り多少の違いは見られることは否めないが、被服製
作を中心とした質問内容とした。「家庭科は将来の
ためになる」はい77.5％、いいえ17.8％、「被服製作
は楽しかった」はい66.5％、いいえ27.7％、「多くの
製作物を作りたかった」はい55.5％、いいえ39.3％、
「授業時間は多いほうが良い」はい55.5％、いいえ
38.7％、以上の4項目は質問に対する回答として、肯
定する値が高い項目であった。また「製作以外の授
業が楽しかった」はい28.3％、いいえ64.4％という
結果から、家庭科授業の製作に対して楽しかった、
満足したと好意的に捉えていることが理解できる。
「製作物を作るのは苦手だった」の項目は、はい
42.9％いいえ53.9％であ ることからも、苦手として
いる値が低いことから満足度は高いという結果が得
られた。
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図3 裁縫用具の理解
図4 家庭科授業の満足度
　 もの作りに対する好感度をまとめた結果が図5-1
である。好き75％と圧倒的に勝っていた。また、嫌
い25％と答えた理由を分析した結果が図5-2であ
る。苦手69％、面倒24％、興味がない7％との結果
であった。以上の結果から、家庭科授業に対する満
足度の高さに加え、製作に関したもの作りへの好感
度も高いことを示している。製作物に対しても、意
欲的に取り組む気持ちを持っていることも理解でき
た。また、もの作りが好きと答えた回答者に対し
て、学校の課題以外に自主的に製作した物について
の記述を求めたところ、順位の高い製作物はアクセ
サリー、手芸用品、スカート、ワンピース、ハーフ
パンツ、浴衣等の回答であった。何れも学校の課題
として扱われたものが多いことから、復習として意
欲的に製作に取り組んでいたようである。また自主
製作に関連して家庭でのミシン保有率を調べたとこ
ろ、70.2％ミシン、11％ロックミシン（縁かがり専
用）を家に常備していることがわかった。現在の社
会状況から鑑みると高い数値を示しているが、これ
は服飾系学生を調査対象としたことが要因であると
捉えることができる。
4．まとめ
　中学校学習指導要領（平成16年発行）2）と高等学
校学習指導要領（平成12年発行）3）の指導に基づ
き、中学校「家庭分野」と高等学校「家庭」におい
ての課題製作内容は、担当教員に委ねられている。
被服製作においては、学習指導要領の改訂に伴い減
少していることが現状であるが、調査においては6
年間を通して課題製作は、予想に反して広範囲に取
り組んでいたという結果を示した。課題の内容につ
いては、回答欄の記入数が様々であったことから、
学校による家庭科の授業内容の取り組み方の違いが
みえてきた。基礎的な内容だけに集約する方法と基
礎的なことから興味を引くような課題へ移行してい
く方法にわかれていた。少数ではあったが小学校以
来、製作に携わっていないとの回答もあった。基礎
技術と裁縫用具の理解に関しては、6年間を通して
の学習によって理解しているとの結果が示されてい
るにも関わらず、残念ながら調査通りの結果が表れ
ていないことが現状であることも否めない。
　今回は学生からの回答を求めた結果であることか
ら、家庭科における被服製作に要した時間数に関し
ては調査できていない。今後は中学校、高等学校に
おける衣服分野と食分野に要した時間数に対して
も、分析をする必要があるのではないかと考えてい
る。このアンケート調査を踏まえ、教育の現場にお
いて「もの作り」が好きな学生に対して更に興味を
広げるような工夫も必要であると考える。また社会
現象や家庭環境の変化に対しても、被服教育が存在
する意味を模索し、教育現場での対応を適切に行う
ことが大切であると考える。
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図5-1  もの作りに対する好感度
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